
設置場所をミ央める 

設置条件 


十分なスペースが確保できる場所 
風通しがよい場所 
平坦で水平な場所 
本プリンタの質量に耐えられる十 
分な強度のある場所 


(下の寸法を参考にして、設置スペースを確保してください。 


温度/湿度条件 

-温度範囲：10〜30で 
-湿度範囲:20〜80 %RH 
湘対湿度•結露しないこと） 


電源条件 

- AC 100 V ± 10% J 5 AJX 上 
- 50/60 Hz ±2 Hz 


ペー/《ーフィーダ (3 台)装着状態 


Step © 給紙カセットに用紙をセットする 


A4 サイズの用紙をご用意ください 

steps で、動作の確認のため ステータス プリントを印刷します。 ステータス プリント 
は A 4 サイズ用に設定されていますので、ここでは、 A 4 サイズの用紙をセットして< 
ださい。 


n 手前のロック解除レノ く一を 
つまむ 


© 図の位置のロック解除レノ く一を 
つまむ 





■ SJM 用 ^^ 


Canon Batera LBP 9600 C/LBP 950 OC 

®@@@ 設置ガイド 


最初にお読みください。 

ご使用前に必ず本書をお読みください。 

将来いつでも使用できるように大切に保管してください。 


プリンタの設置を安全に行なうためのま意事項は、裏面の「安全にお使いいただくために」に記載されています。 @ P .8 
設置を始める前によくお読みください。 


StepO 設置準備 


Stepf ) 姻包がを取り外して、設置場所に運ぶ 


捆包材を取り外す * 捆包材は予告なく位置•形状が変更されたり、追加や削除されることがあります。テープなどのオレンジ色の捆包材はすべて取り外してください。 

* トナーカートリツジのシーリングテープを取り外す必要はありません。 




〇 取り外す 


Check! 


〇 止まるまで引き出す 0 矢印の方向に回す ©取り外す 




プリンタを設置場所に運ぶ前にペーパーフイーダを設置してください。 


ぺーパーフイーダを取りが ける® P.6 


夕のオプシヨン品の取り付け方まについては、ユーザーズガイドをご覧ください。 
- RAM 
- ROM 

•ハードディスク 

-インテリジェント コントローラ NB - J 2 
. 内蔵型無線プリントサーバ NB - W 2 


プリンタを設置場所に運んでください。 



捆包材はすべて 
取り外しましたか？ 


Q テ—プ X3 Qffl 包材 


XI 


《移転や移設、イ I 爹理などのプリンタ 
輸送時に必要になりますので、捨 
てずに保管してください。 


同捆品がそろっているか確認する 

〇 プリンタ 

次のものが取り付けられています。 

♦給 紙カセット 

(用紙サイズ表示板を含む） 

• トナーカートリッジ 

• 装着されているトナーカートリッジは、 
そのままでご使用になれます。 

•回収 トナー容器 




〇 ァ-ス線 


I ) UPS V User Software CD-ROM 

次のものが収められています。 

♦プリンタ ドライバ 
• ユーテイリテイソフト 

• 暗号化セキュアプリントドライバ Add-in for client PC 
• プリンタドライバインストールガイド ( Windows 用） 

〇 取扱説明書 CD-ROM 户 ◎)) 

次のものが収められています。 


不足しているものや破損しているものがあったときは、お買い求めの販売店までご連絡ください。 



LAN ケーブルや USB ケーブルは付属していません。 

USB ケーブルは、次のマークがあるケーブルをご使用ください。 






〇 かんたん設置ガイド(本書） 


♦ユーザーズ ガイド . 乂今》 

♦コント ロール ROM ( CR - HIX ) 用マニュアル 


設置する際は、ユーザーズガイドも 
あわせてお読みください 


ぺーパーフイータを取り付けないで使用するとき 


ぺーハーフイータを取り付けて使用するとき 
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StepO 電源 コー ドと アース 線を接続す る 


Step © プリンタの動作を確認する 


[ユーティリテイ] /[◄]+- [ジョス/ [▲巧一 



〇 開ける 〇 「1」側を押す 



しばらくするとディスプレイに「印用にきます。」と表示され、 
巧刷可能な状態になります。 



0 オンライン になつ ていることを確認する 〇 [ユーテイリテイ]キー @ [▲]、 [▼] で「共通 ステータス 0 [▼] で「はい」を選択して©を押す 


オンライン状態になっていない場合、 
[オンライン]キーを押します。 


を押す 


プリント」を選択して@を押す 


ステータス プリントが印刷されます。 



StepQ プリンタとコンピュータを接続する 


USB 接続の場合 

〇 "6" 側が押されていることを確認する 



& B タイプ晒角し、)側を接続する 〇 A タイプ评たし、)側を接続する 



ここではまだプリンタの電源は入れないでくださし、。電源は、プリンタドライバのインストール中に入れます。 


I- LAN 接続の場合-" • 

A LAN ケーブルを接続する 



0 LNK / ACT ランプが点灯または点滅していることを確認する 



100 BASE - TX の場合は J 0/100ランプも点灯します。 


続いて、操作パネルでプリンタのプロトコル設定を行います。 


Check! 


[ユーてイリてイ] 
/ [◄]+- 


[ジョス/ [▲] キー比ットアップ] 
/[►] キー 



[オンライン] キー 原る] キー [リセット] [0 K ] キー 

《原る]キーを押すと、 /[▼]+— 

ひとつ前の階層へ戻ります。 


DHCP 、 B 00 TP 、 RARP を使用するとき 

• DHCP 、 B 0 饥 P 、 RARP はいずれか]つのみ選択することができます。 

• DHCP 、 B 00 TP 、 RARP を使用可能かどうかのチェックは、2分程度かかりますので、使用しない場合は設定を 
「オフ」にしておくことをおすすめします。 

DHCP を使用するとき 

ヴリンタの電源を入れなおすと、目 P 刷できなくなることがあります。これは、今まで使用していた IP アドレスとは 
異なる IP アドレスが割り当てられたためです。 

DHCP を使用するときは、ネットワーク管理者にお問い合わせの上、次のいずれかの設定を行ってくださし、。 
• DNS 動的更新機能の設定をするユーザーズガイド） 

•プリンタの起動時に常に同じ IP アドレスを割り当てるように設定する(ーネットワーク管理者） 
rip アドレス」、「サブネットマスク」、「ゲートウェイアドレス」の入力ちま 

&[◄]、[►]を押して、入力したいアドレスの各フィールド（ピリオドで区切られた3巧分の領、域)に移動します。 
(フィールド内の数値が点滅し数値を入力できるようになります。） 

③ 数値を入力します。 （[▲] を押すと数値が増え、 [▼] を押すと数値が減少します。） 

④ すべてのフイールドの数値を入力したら、 ® を押して確定します。 


〇 比ットアッスキーを押して、[▲]、 [▼] で「標準 
ネットワーク」を選択し、©を押す 

メッセージが表示されたら、©を押します。 

& [▲]、 [▼] で 「 TCP / IP 設定」を選択し©を押す 

〇 [▲]、 [▼] で npv 4 設定」を選択し©を押す 

〇 IP アドレスの設定方法を選択する 

① [▲]、[▼]で rip モード」を選択し@を押す 

©[▲]、 [▼] で IP アドレスの設定方法を選択し 
© を押す 

「自動」： DHCP 、 BO 饥 P 、 RARP のいずれかを使用して 
IP アドレスを設定する場合に選択します。 

「手動」： プリンタに直接 IP アドレスを割り当てる場合 
に選択します。 


0 IP アドレスを設定する 

手順4で「自動」を選択したとき 

① [▲]、[▼]で[プロトコル]を選択し©を押す 

@ IP アドレスの設定に使用する項目を「オン」に設 
定する 

④ 必要に応じて JP アドレス、サブネットマスク、 
ゲートウェイアドレスを手動で設定する 
原る]キーを押してメニューの階層を戻り、 手順 
4で「手動」を選択した ときの 操作を行います。 

④ 手順6に進む 

手順4で r 手動」を選択したとき 

① [▲]、[▼]で [ IP アドレス設赶を選択し©を 
押す 

©「 IP アドレス」、「サブネットマスク」、「ゲートウエイ 
アドレス」を設定する 

® 手順6に進む 

@ [オンライン]キーを押す 


〇 設定を有効にするために、次の操作を 
行ぅ 

① [▼] を押す 

③ [▲]、 [▼] で「シャットダウン」を 
選択し ® を押す 

③ [▼] で「はい」を選択し©を押す 

© プリンタの主電源を切り、10秒乂上 
待ってから電源を入れる 


その他のプロトコルの設定 ( DNS や WINS など)の設定手 
順は、本プリンタに付属の r 取扱説明書 CD - ROM 」 に収 
められているユーザーズガイドに記載してあります。 




取扱説明書 CD-ROM 



































































































































































































































































































































































































step© プリンタドライバをインストールする 


LIPS 4 fSp % ooc のみ対 

ドライバ上での フオ ームオーバーレイ機能 、 TrueType フオン トの置き換え機能など、 
従来のドライバに実装されていた機能を使用することが可能です。 


LIPS LX と UPS 4 プリンタドライバの違い 
LIPS LX 

印刷データの処理をコンピュータとプリンタで負荷分散することによって、従来よりも 
高速でち定した印刷ができるほか、少ないメモリでの動作が可能です。 

USB 接続でインストールするときは . -----.■■■. 

USB 接続の場合、インストールするプリンタドライバ （「LIPS LX 」 または 「LIPS 4」）の種類と、操作パネルの rPDL 選択 ( PnP )」 の設定が異なると、 
プリンタドライバを使用できません。プリンタの操作パネルで 「 PDL 選択 ( PnP )」 の設定を行ってください。 


[ジョス/ [▲] キー比ットアツで 



ひとつ前の階層へ戻ります。 


「 PDL 選択 (PnP )」 の設定方法 

〇 [セットアップ]キーを押して、[▲]、 [▼] で 
「拡張機能」を選択し©を押す 

〇 [4]、 [▼] で 「 PDL 選択 ( PnP )」 を選択し 
©を押す 

メッセージが表示されたら、@を押します。 

〇 [▲]、 [▼] で使用するプリンタドライバ 
(FLIPS LX 」 または 「LIPS 4」）を選択し®を 
押す 


〇 設定を有効にするために、次の操作を行う 
① [▼] を押す 

©[▲]、 [▼] で「シャットダウン」を選択し 
© を押す 

③ [▼] で「はい」を選択し©を押す 

0 プリンタの主電源を切ん10秒 ALL 待ってか 
ら電源を入れる 


《乂降の手順で[ユーザーアカウント制細ダイアログボックスが表示されたときは、[許可]または[続行]をクリックします。 


〇 • L 乂下の操作を行う 〇 コンピュータの 


©付属の CD - ROM「LIPS V User 



©クリック 



USB 接続の場合 




巧> クリック 


お使いの環境によっては、 
インストールに時間がか 
かることがあります。 


© 開ける の "1" 側を押す 



©クリック⑩ Readme ファイルの内容を の クリック 
確認してから閉じる 

LAN 接続の場合 



ネットワーク上にあるスリープ状態のプリンタも 
探索する場合は、[スリープ状態のプリンタも復 
帰させて探索する]にチェックマークを付けます。 


共有プリンタ環境で、デバイス情報取得、および 
キャリブレーションを使用する場合は、プリント 
サーバでインストールを行うときにに anon 
Driver Information Assist service ] にチェック 
マークを付けます。 


LAN 接続の場合 ( 続き） 




※お使いの OS によっては、 IPv 4 デ 
ノ くイスと IPv 6 デノ くイスの表示 
を、タブで切替えることができ 
ます。 


⑩ クリック 

お使いの環境によっては、 
インストールに時間がか 
かることがあります。 


炊へ巧クリツん、セットアツブを終了してがさし、 • 


f ぉ 」 I 


の クリック 

@ [終了]または[再起動]をクリック 
する 

お使いのコンピュータによって[終了]ま 
たは[再起動]のいずれかが表示されます。 


step© プリンタドライバの動作を確認する 


〇 [スタート]メニューやコン 
トロールノ くネルからプリン 
タフオルダ（[プリンタと 
FAX ]/ [プリンタ]/[デバ 
イスとプリンター]フオル 
ダ)を表示する 


〇 右クリック 


©選択 


乃イルを）慮集©を示(^?わ捕。 

咕ツ-ルのヘルプが アドレス牺ド心乃ン化 FAX 

.苗白なぁ々 

台目—‘ 0 ホ/ 5 が 

m 

フォルタ鬧， 


区）ブリシ々か f ンストール 


RBSHHHT 巧 J が 

— 


が巧巧ジ功棟示 
图印胡設定の进巧 
连 巧拥の一時巧止 
なこの巧ン姊共有 
马Iこの巩ン如跑賊去 

Xこの巩シ姻 1 晚 
ぶ巧シ々が [] パティの設定 

1 

—■寺障心留 

1共ちが—. 

ブリシ々をゎラインでほ巧 

ショートか卜の巧巧を） 
削除屯） 

る山） 

|| 

团さ巧目 0 

夕尸''---— 1 


J 


〇 選択 ©クリック 


阿 仁矿 

策医 


をはい 
巧麽はい 


ホチキ Tjh め; W え 
逐唐孤 ppm 
を音賠巧度:1200 dpi 


テストページが印刷されます。 

テストページが印刷されないとき 

ユーザーズ ガイド ( HTML マニュアル)の 
「困ったときは」を参照してくださし、。 


プリンタのセツトアップが終了しました 

ここまでの手順が終了すると、プリンタをお使いいただくことができます。 



ペーパーフィーダを取り付ける 


プリンタとぺーパーフイーダを 
同時に設置するとき 


ぺーパーフィーダをあとから設置するとき 
(プリンタをすでに使用しているとを） 


〇 ペーパーフィーダを 
箱から取り出す 


〇 取り外す 



© 止まるまで引き出す ©取り外す 

クロ 




〇 コンピュータの電源を切る 

©プリンタの 電源を切り、接続されているケーブルやコードを取り外す 

US 巨ケーブル* 


LAN ケーブル T 


回 ► 

卧 




打 


接続の有無は、お使いの環境によって異なります。 


電源コード/アース線 

® 電源プラグをなく 
@ アース線を取り外す 
@ プリンタからなく 
④ プリンタから取り外す 


材迎たの 

片^ 


画 

甄 



Check! 


捆包材はすべて取り外しましたか？ 


> V | ※移転や移設\修理などのプリンタ 

Q テ-プ X 6 〇 テ-プ付き捆包材 XI 

〇 捆包材 X 1 / 

/ ノ 輸送時に必要になりますので、捨 

/ てずに保管してください。 



ペー/ くーフィーダを複数台取り付けるときは 


手順1〜10を繰り返し 
てください。1台のみ取 
り付ける場合は手順11 
に進みます。 


の ブ>1ンタを運ぶ 


® 位置決めピンと 
コネクタを合わ 
せて載せる 




® 位置決めピンとコネクタを 
合わせて載せる 


® ロックレノ く一を図の位置に合わせる 






A 安全にお使いいただくために 


本書では設置と電源の警告やを意のみを記載しております。必ず付属の 
「取扱説明書 〔 D - R 0 M 」 に収められているユーザーズガイド ( HTML マニュ 
アル)で記載されている「安全にお使いいただくために」もあわせてお読 
みください。 



取扱説明書 CD-ROM 


—クについて 


A 警告 
A 注意 


取り扱いを誤った場合に、死亡または重傷を負う恐れのある警告事項が書かれて 
います。を全に使用していただくために、必ずこの警告事項をお守りくださし、。 


取り扱いを誤った場合に、傷害を負う恐れのあるを意事項が書かれています。 
を全に使用していただくために、必ずこのを意事項をお守りください。 


設置について 


A 言告 

-アルコール、シンナーなどの弓伙性溶剤の近くに設置しないでください。引火性溶剤が 
製品内部の電気部品などに接触すると、火災や感電の原因になります。 

-製品の上に次のような物を置かないでください。 

. アクセサリーなどの金属物 
-コップや花瓶、植木鉢などの水や液体が入った容器 

これらが製品内部の電気部品などに接触すると、义災や感電の原因になります。 
これらが製品内部に入った場合は、直ちにプリンタの電源プラグをあいてから（1)、プ 
リンタと〕ンピュータの電源をオフにし (2) 、 USB ケーブルを接続している場合は 、 USB 
ケーブルをあいてください (3) 。そのあと、アース線を取り外し (4) 、お買い求めの販売 
店にご連絡ください。 



A 注意 

-ぐらついた台の上や傾いた所などの不巧定な場所、振動の多い場所に設置しないでく 
ださい。落ちたり倒れたりして、けがの原因になることがあります。 

-製品には通気□がありますので、壁や物でふさがないように設置してください。また 
ベッドやソファー、毛足の長いじゆうたんなどの上に設置しないでください。通気□を 
ふさがれると製品内部に熱がこもり、火災の原因になることがあります。 

-製品を次のような場所に設置しないでください。义災や感電の原因になることがありま 
す。 

•湿気やホコリの多い場所 

•調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所 
. 雨や雪が降りかかるような場所 
-水道の蛇□付近などの水気のある場所 
-直射日光のあたる場所 
-高温になる場所 
-火気に近い場所 

-製品を設置する場合は、製品とホ面、製品と製品の間に手などを挟まないように、ゆっ 
くりと慎重に行ってください。手などを挟むと、けがの原因になることがあります。 

• インタフェースケーブルを接続する場合は、ユーザーズガイドの指示にしたがって正し 
く接続してください。正しく接続しないと、製品の故障や感電の原因になることがありま 
す。 

-製品を持ち運ぶ場合は、ユーザーズガイドの指示にしたがって正しく持ってください。 
製品を落としたりして、けがの原因になることがあります。 


電源について 


A 言告 

-電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでください。また重いものを置 
いたり、引っぱったり、無理に曲げたりしないでください。傷ついた部分から漏電して、 
义災や感電の原因になります。 

-電源コードを熱器具に近づけないでください。コードの被覆が溶けて、火災や感電の 
原因になります。 

-濡れた手で電源プラグをあき差ししないでください。感電の原因になります。 

-タコ足配線はしないでください。义災や感電の原因になります。 

-電源コードを束ねたり、結んだりしないでください。火災や感電の原因になります。 

-電源プラグは電源コンセントの奥までしっかりと差し込んでください。しっかりと差し込 
まないと、火災や感電の原因になります。 

-付属の電源コード i 乂外は使用しないでください。火災や感電の原因になります。 

-アース線を接続してください。アース線を接続しないで万一漏電した場合は、义災や感 
電の原因になります。 



-アース線を接続するときは a 乂下の点にごま意ください。 

[アース線を接続してもよいもの] 

-電源コンセントのアース線端子 
-接地工事 ( D 種)が行われているアース線端子 
[アース線を接続してはいけないもの] 

. 水道管 • •. 配管の途中でプラスティックになっている場合があり、その場合には 

アースの役目を果たしません。ただし、水道局がアース対象物として許可 
した水道管にはアース線を接続できます。 

-ガス管••-ガス爆発や火災の原因になります。 

-電話線のアースや避雷針••-落雷のときに大きな電流が流れ、义災や感電の原因 
になります。 

-原則的に延長コードを使用しての接続やタコ足配線はしないでください。やむを得ず 
延長コードを使用したり、タコ足配線をする場合は使用者の責任において、(下の点 
にま意してご使用ください。誤った使いかたをすると、火災や感電の原因になります。 

-延長コードに延長コードの接続はしないでください。 

-製品を使用した状態で、電源プラグの接続部分の電圧が、定格銘板ラベル(製品背面 
に記載）に明示されている電圧になっているかを確認してください。 

-延長コードは定格銘板ラベル(製品左側面に記載)に明示されている製品に必要な 
電流値に比べて十分に余裕のあるものをご使用ください。 

-使用時は束ねをほどき、電源コードと延長コードの接続が確実になるように奥まで 
電源プラグを差し込んでください。 

•延長コードが異常に発熱していないか、定期的に確認してください。 

-アース線を接続する場合は、必ず電源プラグを電源コンセントに接続する前に行ってく 
ださい。また、アース線を取り外す場合は、必ず電源プラグを電源コンセントから抜い 
て行ってください。 

A 注意 

-表示された i 乂外の電源電圧で使用しないでください。火災や感電の原因になることが 
あります。 

-電源プラグをあくときは、必ずプラグを持ってあいてください。電源〕ードを引っぱると、 
電源コードのな線の露出、断線など電源コードが傷つき、その部分から漏電して、火災 
や感電の原因になることがあります。 

-しつでも電源プラグがあけるように、電源プラグの周りには物を置かないでください。 
非常時に電源プラグがあけなくなります。 


商標について 

Canon、Canon ロゴ、 LBP は、キヤノン株式会社の商標です。 

Microsoft 、 Windows は、米国 Microsoft Corporation の、米国、日本およびその他の国における 
登録商標または商標です。 

その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 































































































































































































































































































































































































































